
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
グ
リ
ー

ン
／
ブ
ル
ー
水
素
の
活
用
が
難
し

い
。
そ
こ
で
、
石
炭
に
近
い
燃
焼

速
度
を
持
っ
て
い
る
ア
ン
モ
ニ
ア

の
形
に
変
え
、
石
炭
火
力
発
電
所

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
下
げ
る
目
的

で
使
お
う
と
い
う
も
の
だ
。
国
内

で
は
電
力
会
社･

ガ
ス
会
社
・
商

社
・
船
舶
会
社
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
る
（
一
社
）
グ
リ
ー
ン
ア
ン
モ

ニ
ア
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
グ
リ
ー

ン
ア
ン
モ
ニ
ア
（
再
エ
ネ
由
来
ア

ン
モ
ニ
ア
）
の
普
及
に
向
け
て
活

動
を
進
め
て
お
り
、
21
年
度
か
ら

は
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
碧
南
石
炭
火
力(

１

０
０
万
㌔
㍗
）
に
お
い
て
、
20
％

程
度
の
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
実
証
を

行
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
石
炭
燃
料
代
替
以
外
の

用
途
で
は
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
、
船

舶
用
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
な

ど
に
活
用
す
る

こ
と
を
念
頭
に

研
究
開
発
が
行

わ
れ
て
お
り
、

今
治
造
船
・
三

井
Ｅ
＆
Ｓ
マ
シ

ナ
リ
ー
・
日
本

海
事
協
会
・
伊

藤
忠
エ
ネ
ク
ス

・
伊
藤
忠
商
事

は
、
独
Ｍ
Ａ
Ｎ

が
開
発
し
て
い

る
ア
ン
モ
ニ
ア

を
主
燃
料
と
す

る
主
機
関
（
ア

ン
モ
ニ
ア
焚
機

関
）
を
搭
載
す

る
船
舶
を
共
同

で
開
発
す
る
こ

と
に
合
意
し
て

い
る
（
20
年
５

月
）
。

50
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
て

は
、
よ
り
一
層

の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
拡
大
が
必
要

で
あ
り
、
再
エ

ネ
以
外
の
火
力

発
電
に
つ
い
て

も
水
素
・
ア
ン

モ
ニ
ア
の
混
焼
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
／
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｏ

２

回
収
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
低
減
な
ど
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
短
周
期
及

び
長
周
期
の
両
面
で
出
力
が
変
動

す
る
再
エ
ネ
の
活
用
に
当
た
っ
て

は
、
蓄
電
池
（
短
周
期
）
お
よ
び

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
（
長
周
期
）

の
活
用
も
必
要
と
な
る
。

自
動
車
業
界
に
お
い
て
は
、
燃

費
／
電
費
の
向
上
に
加
え
、
電
気

自
動
車
／
燃
料
電
池
車
の
活
用
、

バ
イ
オ
燃
料
の
活
用
と
い
っ
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
。

よ
り
一
層
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
対
応
を
図
る
上
で
は
、
こ
う

し
た
他
業
界
の
動
向
も
参
考
に
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

・
基
本
政
策
分
科
会
は
、
２
０
２

０
年
12
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第

35
回
会
合
に
て
、
50
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て

「
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
で
50
年
の

発
電
電
力
量
の
約
１
割
前
後
を
賄

う
こ
と
を
今
後
議
論
を
深
め
て
い

く
に
あ
た
っ
て
の
参
考
値
」
と
し

て
提
示
し
た
。

ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
約
１
０
０
年
前
に
確
立
さ
れ

た
「
ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
」

に
よ
り
、
天
然
ガ
ス
由
来
な
ど
の

メ
タ
ン
か
ら
分
離
さ
れ
た
水
素

と
、
大
気
中
の
窒
素
を
合
成
す
る

こ
と
で
製
造
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ

わ
れ
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
農
業

で
必
須
と
な
る
肥
料
用
途
と
し
て

使
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
発
電
用

途
と
し
て
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ

始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
ン
モ
ニ
ア
が
注
目
を
浴
び
て

き
て
い
る
の
は
、
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
フ
リ
ー
の
発
電
燃
料

と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
が
現
実

味
を
帯
び
て
き
た
か
ら
だ
。
ア
ン

モ
ニ
ア
製
造
時
、
メ
タ
ン
由
来
水

素
に
代
え
て
、
グ
リ
ー
ン
／
ブ
ル

ー
水
素
を
使
う
こ
と
に
よ
り
（
Ｎ

Ｈ
３

を
構
成
す
る
Ｈ
２

を
グ
リ
ー
ン

／
ブ
ル
ー
水
素
由
来
と
す
る
）
、

Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
の
発
電
燃
料
と
な

る
。も

ち
ろ
ん
、
グ
リ
ー
ン
／
ブ
ル

ー
水
素
を
そ
の
ま
ま
発
電
燃
料
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
水
素
は
燃
焼
速
度

が
速
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
既

存
の
発
電
所
で
混
焼
さ
せ
る
場
合

は
、
同
じ
く
燃
焼
速
度
が
速
い
ガ

ス
火
力
で
の
混
焼
が
主
体
と
な

る
。
一
方
、
日
本
は
ベ
ー
ス
電
源

と
し
て
石
炭
火
力
が
多
く
、
石
炭

は
ガ
ス
と
比
べ
て
燃
焼
速
度
が
遅

段野
だ ん の

孝一郎
こ う い ち ろ う

日本総合研究所
リサーチ･コンサルティング部門
ディレクタ／プリンシパル

脱炭素で注目を集めるアンモニア
（
次
回
は
５
月

日
付
に
掲
載

し
ま
す
）


